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要請機材の検討結果の詳細は以下のとおりである。  

 

(1) 新多目的講堂用機材 

要請されている機材は要請されている機材は下記の 2グループに分けられる。 

a) 舞台照明用機材：スポットライト、調光器、制御装置等 

b) 講義・プレゼンテーション用機材：電子黒板、実体プロジェクタ 

 

新多目的講堂の使用目的はオリエンテーション、卒業式、表現芸術学科の授業、100 人以上の合

同授業、学術会議/セミナー、教会行事、文化的催事等、下表に示すとおりである。新多目的講堂は

全学的な催し、学術会議／セミナーの他に地域の会合（教会によるコミュニティサービス）が多く、

授業としては 1 週間に 3 回程度の合同授業及び表現芸術の成果発表が予定されている。 

 

表 3-6 新多目的講堂の使用目的 

 

使用目的 行事/カリキュラム  使用頻度 

全学行事 オリエンテーション 

卒業式 

その他 

 

必要時適宜 

合同授業 HLIS001 倫理学習 

EPG 320 指導と助言の紹介 

GED421 測定と評価 

 

週１回 

表現芸術科の授業 HEXA-001,012,111,112 表現芸術

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ 

GEA301,302 表現芸術Ⅱ、Ⅲ 

GEA321,322・音楽 

GEA331,332 ダンスドラマ、他 

 

 

１学期に１度（成果発表） 

学術会議/セミナー 国際会議など 年間数回予定 

教会の行事 コミュニテイサービス 金、土、日曜日（定期的） 

文化的催事 学生、外部音楽家による公演 年数回 

 

新多目的講堂の現有設備としては音響装置、舞台照明装置があるが、上記の使用目的に対しては

概ね十分であると判断された。但し、表現芸術の教育において照明方法を学習するには、スポット

ライトの数は不十分である。また授業、セミナーの場ではマルチメディアプロジェクターなどに代

表される AV機器はプレゼンテーションの効果を高める意味で必要である。 
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a) 舞台照明用機材 

本格的な劇場が有する舞台照明用機材が要請された。特に舞台の天井から上下する照明装置が計

画され、それらにセットするスポットライト各種、調光器、制御装置が主な要請機材である。舞台

からつり下げる装置は、商業用の劇場の固有設備であると考えられ、教育的な視点からは優先度は

高いとは言えない。天井から 300-600kg の物体をつり下げ上下させる構造については建築施工会社

との協議が避けられず、据付・運転時の責任の所在が曖昧になることが想定されることから、こう

した設備を機材計画に含めることは難しいと判断される。しかし、照明による表現技術の中でスポ

ットライトによる表現効果は不可欠であるため、単独で設置できる（たとえば持ち運びの可能な）

機材を計画することとする。また性能、数量については後述する旧講堂用機材に重複する機材があ

るため、機材の共用を考え旧講堂用機材の項目に含めることとする。 

 

b) 講義・プレゼンテーション用機材 

多目的講堂は常時講義に使われることはない。従って、大学全体の共用設備として考慮し、必要

な時に AV セクションより借用して利用する方式とし、講堂専用の設備としては計画しない。 

 

(2) 図書館用機材 

要請されている機材は下記のグループに分けられる 

a) 家具類：図書室用書架・読書机／椅子、各種事務室用机／椅子 

b) コンピュータ：図書データ管理、貸出し管理、検索用及び事務処理用 

c) AV機器：図書館附属ルーム用映像機器 

d) その他：盗難防止アラームシステム 

 

a) 家具類 

書籍を収納する書架、及び学生が利用する読書机についてはその必要性は高く、教育用として妥

当性があると考えられる。今後の図書館蔵書予定数を下表に示す。書架については旧図書館にある

現在の蔵書（約 14 万冊）が全て収納でき、その後 4-5 年の図書館拡充計画に基づく蔵書の増加量を

見込んだ数量を計画することとした。図書館用読書机／椅子については 2003年の学生数が 900 人強

であり、今後 4-5 年の学生数増加を見込んでも約 1,000 人を対象に読書机の数を検討し計画するこ

とが妥当であると判断し、この数値に基づき計画した。なお、各事務室用机及び椅子については、

直接学生の教育用に用いられるものではなく、既存のものの使い回しをする事が可能として計画機

材には含めないこととした。 
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表 3-7 図書館蔵書数（計画） 

      年 

分類 

 

2003 

 

2004 

 

2005 

 

2006 

 

2007 

 

2008 

一般書   70,000   71,000   72,000   73,000 - - 

参考書     4,230     4,280     4,280     4,300 - - 

専門書   10,000   10,500   10,700   10,900 - - 

特別保存書     6,000     6,200     6,200     6,300 - - 

定期刊行物   31,000   31,040   31,040   31,120 - - 

フィクション   20,000   20,500   21,000   21,500 - - 

論文       135       155       175       195 - - 

合計 141,365 143,675 145,435 147,315 150,315 152,315

 

b) コンピュータ 

図書データ管理、貸し出し管理、検索については現在稼働している。要請機材は、図書館移転に

よる規模の拡大に伴ってシステムの総入れ替えを要請した機材構成となっていたが、既存の検索用

端末機 10 台のうち 7 台は稼働しているため、この既存システムに端末を追加することで計画するこ

ととした。なお、新図書館のコンピュータシステムに関しては、AusAID が PASTEP プロジェクト

で端末機を整備する計画があったが、大学に確認の結果、この計画の実施はないことが判明した。

各種事務室のコンピュータに関しては、その必要性はあるものの、直接学生の教育に用いるもので

はないこと、また既存の機材が十分使用できることから計画機材には含めない。さらに学生の自習

用としてコンピュータが要請されたが、コンピュータ実習室を利用することで代替可能であり、計

画機材には含めないこととした。 

 

c) AV機器 

新図書館移転に伴い、図書館所蔵のビデオテープ（約 2,000 本）、その他映像ソフト（CD-ROM

約 100 枚）を鑑賞できるラウンジを設置する計画で、そのための機材の要請があった。しかしラウ

ンジは利用者の出入りがランダムであり、個々の利用者が随時利用することから、学生教育用とい

う機材計画の概念には合致せず、妥当性があるとは言えない。しかし、学科毎に個別に要請のある

AV 講義室（AV 機器を利用した講義室）を新図書館に設置し、これを全学共同利用施設として計画

することとした。 

 

d) その他 

旧図書館では盗難防止アラームシステムが現在稼働している。新図書館への移転に伴い新システ

ムを導入することになると、既存の全ての蔵書に対し盗難防止タグの付け替えのため膨大な作業が

発生する。また、新システムを導入しても大幅な機能向上は認められず、高い防犯効果を期待する

ことはできない。従ってこのシステムを計画から除外することとした。 

 



 

3 - 34 

(3) AV セクション用機材 

要請機材は下記のグループに分けられる 

a) 教育工学の学生教育用ビデオカメラ、編集装置 

b) AV セクション用ビデオカメラ、編集装置、編集補助機器 

c) 保守・修理用機器及び工具 

d) 共同利用 AV機器 

e) 衛星放送用機器 

 

a) 教育工学の学生教育用ビデオカメラ、編集装置 

教育工学（ETE-001）の授業は全学生の必修科目で、学生が AV 機器の使用に習熟し実際の授業

にそれを応用する方法を教えている。要請機材の使用目的は、学生が授業風景を自ら撮影・編集し、

それを基に授業の進め方を学習すると同時に機器操作の習熟を兼ねるという考え方であった。しか

し、現時点では撮影技術、編集技術に長じた教員が教育工学科にいない状況であるため、多くの機

材を整備しても十分な教育効果をあげることは難しい。多少なりとも撮影・編集の経験のある AV

セクションの技術者に撮影・編集技術の研修を実施し、モデル授業のビデオテープを作成すること

が技術的にも適当である。従って、機材の利用方法に関する授業については AV セクションから関

連機材を借り出して実施することとし、機材は AV セクションが管理する共同利用機材として計画

することとした。 

 

b) AV セクション用ビデオカメラ、編集装置、編集補助機器 

AV セクションは大学の共同利用設備を提供するアカデミックサービス部門傘下にあり、学部・

学科の要請に応じて授業や行事等を撮影し、それらを編集する役割を担っている。要請された機材

はこうした学内サービス用に用いるものであるが、それに加えて AV を利用した授業の教授方法の

確立にも AV セクションが協力し、撮影・編集の技術指導を行うことになるため、それに必要な機

材も含めて計画する。 

 

c) 保守・修理用機器及び工具 

AV セクションでは、学内の機材保守については現在機能部品毎の交換、単機能部品の交換など

の修理を行っているが、そのための測定器具、工具が明らかに不足している。大学の地理的な環境

から見て、学内で故障個所の発見を含めある程度の機器修理を行う必要性は高い。従って、特に

AV機器の修理に要する工具を中心に計画する。 

 

d) 共同利用 AV機器 

講義に必要な AV 機器を共用で利用することは、その利用率も高めることになり有効な手段であ

るが、持ち運びが困難な装置であるテレビ等については設置する部屋を固定するか持ち運びに便利
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な位置にある部屋で共同利用を考える必要がある。各学部・学科からそれぞれ AV 機器の要請が個

別に出されているため、共用を前提に全学的にまとめて仕様・数量を検討した。基本的な考え方と

しては、特定の部屋に固定する機材（テレビ／ビデオ及び一部コンピュータ、プロジェクタなど）、

及び貸し出し用の機材（プロジェクタ、スクリーン、コンピュータ）の 2 種に分けて計画すること

とした。但し、これらの機材の保守、管理については全て AV セクションが担当することとする。

本機材は後述する「その他教室用機材」と併せて計画することとした。 

 

e) 衛星放送用機器 

要請の目的はニュース系、科学系の衛星放送番組を受信し、学内に配信する事であった。学生教

育の用途として、ニュース系については特に学習効果が期待できるものではないため、科学系の教

育番組の受信装置に絞って計画することとした。 

 

(4) 印刷セクション用機材 

要請されている機材は製版、印刷、製本工程の機材であるが、印刷セクションの役割を見直した

結果、製版前工程用機材の必要性が確認された。現在、印刷セクションの旧式機材はフル稼動状態

であるが、大学の拡充に伴い教材印刷の需要は更に増加するとことが想定され、より性能の高い印

刷工程の必要性は大きい。大学におけるテキストブック（副読本）印刷の実績及び予測は下表のと

おりである。 

 

表 3-8 印刷実績及び予測 

（単位：冊） 

2001年実績 2002年実績 2003予測/実績 2004予測 2005予測 

14,992 16,404 17,000 18,000 20,000

 

なお 1 冊の平均ページ数は 100 ページである。現在稼動している印刷機は 1992年に導入した機械

であるが、印刷機械の一般的な寿命（10-15 年）を考え、また交換部品が手に入りにくくなる状況

を考えると更新すべき時期にあるといえる。印刷機の性能のうち印刷速度については現状と同程度

で十分であると判断できる。大学からの要請では 2 色刷り印刷機を導入したいとのことであったが、

現在この印刷所で印刷している教材は殆どが単色であり、2 色刷りとする緊急性は見当たらない。

機材調達費用、その後の運転・維持管理費用とアフター・サービス体制を考慮すると、経済的・技

術的妥当性から 2 色刷りの機種よりも単色の機種とすることが望ましいと判断される。機材の更新、

補充に当たっては印刷前工程、製版、印刷、製本工程の全般に亘った機材を計画することとした。

但し、印刷セクションの技術スタッフは現在の印刷技術については十分な知識と経験はあると思わ

れるが、要請されている印刷工程は少し高度な技術を要するので一定期間の訓練が必要である。 
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(5) 語学教室用機材 

ゴロカ大学においては、学生の語学（英語）の能力に大きな差があることから全学生（プレサー

ビス、インサービス）に対し学生の英語力を一定レベルまで引き上げるカリキュラムである「会話

能力」（HCOS 002）を用意している。しかし、管轄する語学・言語学科では更に効果の上がる実践

的な学習方式として各自の能力とレベルに応じた「聞く、話す、読む、書く」が自習用としてでき

る機材が望まれており、その考えに沿った機材が要請された。これに基づき、個人の能力に応じた

CD 教材を用いて学習するコンピュータベースの機材が最も適当であると判断されたため、これを

計画することとした。現在、語学教室には盗難対策が施されていないため、設備面で窓の鉄枠設置

と入り口ドアに 2 重鍵の設置を行う必要があるが、これとは別に計画機材の盗難防止対策用として、

機材を保管する施錠可能なキャビネットを計画する。また OHPを活用した言語学の授業が推奨され

ているため、OHP を計画することとした。その他の AV 機材については学内共同利用機材として別

途計画することとした。 

 

(6) 教育工学教室用機材 

要請機材はテレビ、ビデオ、OHP、カセットプレーヤ等であり、4-5 人当たり 1 台の機材を設置

してその使用方法、保守などの習熟を目的として実施する授業のための機材である。ほとんどの機

材が 1 チップコンピュータにより制御されており、原理がわかるように技術公開された機材が少な

いこと、特定メーカーに限定された機材の学習では教育効果は小さいことなどから、教員による演

示機器を必要最小限計画することとした。 

 

(7) コンピュータ実習室用機材 

要請されている機材は下記のとおりである。 

a) 新コンピュータ室：コンピュータ、サーバ、UPS、AVR、盗難防止装置、エアコン 

b) 数学コンピュータ室：AVR、盗難防止装置、プロジェクタ 

c) 男子学生コンピュータ室：AVR、盗難防止装置、エアコン 

d) 女子学生コンピュータ室：AVR、盗難防止装置、エアコン 

e) ITルーム（セクション）：ケーブルテスター、UPS、エアコン、サーバソフト 

 

コンピュータ室の配置については既存の男子学生用と女子学生用コンピュータ室を統合して男子

学生用コンピュータ室とし、新コンピュータ室を女子学生専用とすることとした。 

 

a) 新コンピュータ室 

コンピュータについては、現在のパソコン保有台数では学生 18 人に 1 台の割合であり、使用時間

を 1 回当たり 2 時間として 4-5 日に 1 度しか利用できない状況であるので、標準で 2 日に 1 度利用
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できるように計画し、UPS については AVR の機能を持たせた機材とし、盗難防止システムを計画

することとした。エアコンについては、既存のコンピュータ室でエアコンを用いなくても問題なく

運営されているため、必要性は低いと判断し、計画から除外した。このコンピュータ実習室は女子

学生専用の施設とし、既存の女子学生用コンピュータ実習室は男子学生用に変更して、男女同数の

コンピュータ台数を実現することとした。 

 

b) 数学、c) 男子学生、d) 女子学生用各コンピュータ室 

既存のコンピュータ室は AVR、盗難防止装置などの設置は保護対象が計画機材でないため計画し

ないこととした。また数学コンピュータ室から要請のあったプロジェクタについては AV セクショ

ンの共同利用機材を使用することとし、専用の機材としては計画しないこととした。 

 

e) ITルーム（セクション） 

この部署はゴロカ大学のコンピュータセンターの役割を果たしているため、ネットワーク管理、

安全性を強化するための機材を計画することとした。 

 

(8) 表現芸術科（音楽）用機材 

要請機材は楽器、作曲用機材、AV 機材である。楽器及び作曲用機材は使用目的、使用する授業

を考慮すると必要性、妥当性とも高く、計画機材に含めることとする。但し、既存の建物は築後 30

年以上経過し、内外装の痛みが見られるため、その修復が必要である。また AV 機材については学

内の共同利用機材を使用することとし、専用の機材としては計画しないこととする。 

 

(9) 農業科教育用機材 

理科・農業・保健学科の農業セクションの教育に関しては、現在は農業教育学のディプロマ・コ

ースが実施されているが、農業教育学士履修課程のコースが 2004年度からスタートする予定である。

レベル 3（第 3 学年）とその後の実習・実験など個々の実施要綱についてはコース毎のプログラム

に具体的に記載されているが、現在は教室、実験機材、器具等がないため、隣接している同学科の

生物ラボ、化学ラボを適宜借りて講義をしている。要請機材は、ラボで使用する実験機材、講義用

AV機器と農場での実習用機材に分けることができる。 

 

a) 実験機材 

機材を使用する授業のカリキュラムとその使用目的及び機材の必要性、妥当性の確認作業を実施

した結果、特にその内容からみて研究目的と判断される機材、高価でランニングコストが掛かり運

営維持・管理が困難視される機材及びアフターサービスの面で問題となりうる機材（原子吸光分光

光度計、オートアナライザ）についてはこれを機材選定基準に照らして低い優先度ないしは削除の

対象とし、またその他の機材（特に比較的高額で複数台要請のあった炎光光度計、解剖用顕微鏡、
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環境モニタリング装置等）についても妥当性・整合性の観点から数量削減等の調整を行った。 

実験用ガラス器具類、薬品・試薬・消耗品等に関しては多種・多様であり、全てを計画の対象と

するのは困難であるため、計画機材を使用するに際して必要となるガラス器具・薬品・試薬等を検

討対象とし、それ以外は大学の自助努力で調達することとする。 

なお、機材設置予定のラボについては、旧図書館の一角が農業ラボに改修整備される事になって

おり、適正な予算措置が取られれば特に問題ないと考える。 

 

b) 講義用 AV機材 

学内の共同利用機材を使用することとし、専用の機材としては計画しないこととする。 

 

c) モデル農場機材 

要請された機材はトラクター、各種アタッチメント、養豚舎、養鶏舎、種苗場、灌漑用機材、そ

の他備品等である。基本的には養豚舎、養鶏舎、種苗場などの施設ものに関しては、機材整備計画

には馴染まないため大学側が自助努力で準備することとした。灌漑用機材については水源の確認、

灌漑面積の確認を行い実施可能であると判断した。トラクター、各種アタッチメントの整備につい

ては屋根付きの格納所の建設、その他の機材についても格納倉庫の建設が前提となるが、大学側が

これらの建物を手当てする。 

 

(10) 理科教育用機材 

理科・農業・保健学科の理科セクションでは、2 名の外国人教員が中心となってカリキュラム、

実験計画、機材運営計画等を作成している。要請機材は理学部の同学科傘下の実験室で使用される

もので、大きく分けると化学・生物（一部農業も含む）ラボ用機材と共用機材としの AV 機器・コ

ンピュータ等である。 

 

a) 実験室用機材 

現在、ラボラトリーは化学 2 室、生物 1 室、及び研究用 1 室の計 4 室があり、それぞれ充分な面

積、給排水設備等も整っている。しかし既存の実習・実験用機材、備品等は故障中または老朽化し

たものが多く、実験・実習の成果は今の所充分に発揮されているとはいえない。 

要請機材内容を検討したが、特に高度な機材、研究用機材更に運営維持・管理が困難視される機

材及びメンテナンス、アフターサービスの面で問題となりうるもの（倒立型双眼顕微鏡、組織培養

器具）についてはこれを機材選定基準に照らして削除の対象とし、農業科教育用機材と共用できう

るものについては可能な範囲で共用することとした。同一機種で複数台要請のあった機材（高速冷

蔵遠心分離機、解剖用顕微鏡等）についてはカリキュラムとの整合性と機材レベルの妥当性の観点

から検討し、数量を削減した。他方、現地調査開始時点で大学側より追加要請のあったミクロトー

ムとその付帯機材、また要請には無かったクリーン・キャビネットは、それぞれ実験試料の準備、
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実験室での環境対策に欠かせないものであり、必要性、妥当性共に高いものと判断されたため、計

画機材に含めることとした。 

なお、実験用ガラス器具類、薬品・試薬・消耗品等に関しては要請内容が多種・多様であり、全

てを計画の対象とするのは困難であるため、計画機材を使用するに際して必要となるガラス器具・

薬品・試薬等を検討対象とし、それ以外は大学の自助努力で調達することとした。 

 

b) 共用機材 

要請された機材は AV 機器及びコンピュータ等である。コンピュータの使用方法はコンピュータ

実習室の使い方とほぼ同様であることが判明したため、学科独自にこれを整備する必要性は低いと

判断された。AV 機器については学内全体の共同利用機器の使用を前提とし、専用の機材は計画し

ないこととした。 

 

(11) その他教室用機材 

要請された機材は下記の各教室用である。 

a) 新講義室（旧図書館）用機器：AV機器 

b) 旧講堂用機材：AV機器、スポットライト、オーディオシステム 

c) 講義室用機材：AV機器 

d) 倫理学習支援センター用機材：AV機器 

 

a) 新講義室用機器 

AV 教室を学内共同利用施設として新図書館の 1 室、及び新講義室（旧図書館）に常設する。関

連学科が個別に要請した AV機器をこの 2 室にとりまとめ、必要最小限の数量を計画する。 

 

b) 旧講堂用機材 

スポットライト、及びオーディオシステムを計画する。スポットライトは新多目的講堂にも利用

できるような移動性のある機器とする。なお、要請された AV 機器については AV セクションが管

理する共同利用機器（貸出用）を使用することとし、旧講堂用の専用機材は計画しないこととする。 

 

c) 講義室用機材 

教育基礎学科、技術・家政学科（家政科）、数学コンピュータ学科、社会科学・商学科から要請

があった。各学科の特定の講義室に、TV とビデオのセットをキャビネットに格納して設置するこ

ととする。これらの機材の保守は AV セクションが担当する。 
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d) 倫理学習支援センター 

教育倫理などの指導を行う学習支援センターで、教育用としての必要度は高い。TV とビデオの

セットをキャビネットに格納して設置することとする。これらの機材の保守は AV セクションが担

当する。 

 

(12) 設計技術科用機材 

要請された機材は金工用機材、木工用機材である。既存の機材は既に耐用年数がすぎているもの

が多く、まだ使用されてはいるが加工精度が悪くなっている。また、本来負荷されている全ての機

能が果たせない等、問題のある機材がほとんどである。従って、既存機材の更新と補充のための必

要台数を計画する。ワークショップのある建物は新しく、よく整理整頓されており、機材の受け入

れについては管理上も技術上も問題はない。 

 

(13) 家政科用機材 

要請された機材は服飾実習室用のミシン及びプレス機と、食品実習室用の冷蔵庫、冷凍庫、電気

レンジ、教育用ビデオ（食中毒、腐敗、発酵、その他）等である。これらの機材はいずれも必要性

が大きく使用頻度も高いため、計画機材に含める。教育用ビデオは図書館のビデオ・ライブラリー

に保管され、現有の他のビデオ教材とともに利用される。TV/VTR は上記(11)-c)で計画されている

ものを家政科のラボ内に設置し、服飾・調理双方の授業で利用する。なお、家政科は他学科と比べ

女子学生の比率が高いため、ジェンダーバランスに配慮する観点から、当初要請には含まれていな

かったコンピュータとスチームプレッサについてはその必要性・妥当性が大きいため、計画機材に

含めることとした。 

 

(14) 技術職業教育用機材 

このセクションでは主に「ワークショップ･プロジェクト」と呼ばれる加工実習が行われており、

1 クラス 25 名程度がそれぞれ希望する職工コースの訓練を受けている。コースごとの学生数は 1 名

から 8 名までまちまちである。要請された機材は旋盤工、フライス工、配管工、大工、溶接工、自

動車修理工（電気）、自動車修理工（機械）用の工具類を中心とする基礎的なものである。このセ

クションには概ね十分な修理と量の既存機材が整備されている。このため、基本的には 1 セットず

つの要請内容であるが、人気の高い配管工、大工等については学生数（4-8 名）に合わせて適宜 3-4

セットの工具を計画した。これらの機材は既存機材の不足分を補うもので、管理面、技術面で何ら

問題ない。 

 



 

3 - 41 

(15) 事務用機材 

事務用機器としてスキャナー、コピー機、コンピュータ、デジタルカメラ等が要請されている。

大学の現状を見ると、特にコピー機等は最も使用頻度の高い機器であるが、いずれも直接学生の教

育に結びつくものでないため計画から除外することとした。 

 

(16) その他（予備電源） 

ゴロカ大学は学生数の伸びに対応できるだけの教室数が確保できないため、一部の授業に関して

は日中のクラス編成に加えてイブニング・クラス（19:00-21:00）を設け、2 部授業を行っている。

学期ごとの変動はあるが 5 クラス（学生 100 人程度）がこのクラスで学んでいる。夜間に停電が起

きると、これらのクラスは授業を行うことができない。日中のクラスでも、午後の時間帯は照明な

しで文書を読むことは困難で、特に雨季などは照明なしでの授業は難しい。停電の際は、このよう

に教室の照明がまず必要となる。停電で授業を中止しても教室不足のため振り替え授業を行うこと

は困難である。また、停電が起きると、電気を用いる実験用機器の使用は中断されるため、停電時

間が長いと実習は中止せざるを得なくなる。準備・加工途中の試料が無駄になるなど経済的な損失

が発生することもある。 

停電は、落雷や倒木等の自然条件による突発的な停電、水力発電所・変電所等の定期点検･保守作

業に伴う計画停電、供給電力不足による送電制限等が主な原因で、季節変動もあるが月に 1～2 回、

10 分～3 時間程度、極端な場合は 2～3 日続くことがある。 

このため、大学の教育活動を効果的に進めるためには必要最低限の予備電源を設置する必要があ

る。本計画で予備電力供給の対象とするのは大学本部棟（教育学部、人文学部）、理科-農業-保健

棟（理学部）、旧図書館、旧講堂、音楽室、設計技術（家政科、技術職業教育科）等、大学の中心

部に集中している講義室、実験室である。最小限必要となる予備電源の容量は下記のとおりである。 

a) コンピュータ消費電力：学生利用の既存機材及び計画機材を合計すると 170 台であるの

で、1 台 500VAの UPSを利用し通常 300Wを消費するとしてとして合計 51kW 

b) 講義室及び実験室照明用電力：40 講義室の照明として 1 室あたり平均 1kW 消費するの

で合計 40kW 

c) 提供予定機材の消費電力量：約 23.8kW 

 

以上から、予備電源の発電能力は 125kVA 程度が適切であると考えられる。従って、この需要量

に見合った予備電源を計画した。なお、予備電源から大学施設への配線は大学側が自ら行うことと

する。 

 

以上で検討した計画機材の内、主要なものは次ページ表 3-9のとおりである。 

 














	3-2-2基本計画（機材計画）



